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発 表ワークショップに約300人が参加
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みんなで考えた
ごみ減量アイディア
昨年、市内８か所とごみ減量推進協議会でワークショップを開催。
参加者から出たごみを減らすためのアイディアを紹介します。

『もったいない』をなくすために…裏面へ続く



使い終わった
ハブラシでお掃除

牛乳パックは
まな板にも使える

破れたくつ下で
窓みがき

発 表 みんなで考えたごみ減量アイディア

使わないものは
欲しい人へ

とことん使う

不要なタオルは

施設に寄贈

子どものおもちゃは

リサイクル

チューブは切って
使い切る

こんなことにも使える

グループの意見交換で知ることができた新しい

取り組みを、今後の行動にも前向きに活かして、

ごみ減量に努めていきたい。

ごみについて話ができたことは

楽しかった。みんな同じように、悩んで

いることが分かった。みんなでルールを

守っていくことが大切だと感じました。

周りの方の意識の高さに刺激を受けました。

自分も常日ごろから身近なごみのことに

ついて意識してみようと思いました。

ラップ　
キッチンペーパーは

何回か使う

チラシの裏面は
メモがわり

古タオルは
ウエスや雑巾に

日々の小さな積み重ねが、明石市のごみ減量につながります。
ワークショップで出た様々なアイディアを、ぜひ、あなたの日常
に取り入れてみてください！

市の取り組みも紹介

意見交換にも
熱が入ります

アイディア出し

『もったいない』をなくすために…

ワークショップ参加者
の声

また使って
もらえる♪

掃除が終わったらキレイに洗ってハブラシリサイクルへ！

今日から
できる

アイディ
アもいっ

ぱいある
ね！


